
国
民
年
金
保
険
料
額
が

変
わ
り
ま
す

平
成
19
年
４
月
か
ら
平
成
20
年
３

月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額
１
４
、
１
０
０
円
（
前
年
度
よ
り

２
４
０
円
の
引
き
上
げ
）
と
な
り
ま

す
。
国
民
年
金
保
険
料
は
、
社
会
保

険
庁
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
納
付
書
に

よ
り
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
納
め
忘
れ
の
な
い
口

座
振
替
も
便
利
で
す
。
口
座
振
替
の

申
込
は
、
預
貯
金
口
座
を
お
持
ち
の

金
融
機
関
（
郵
便
局
を
含
む
）
の
窓

口
ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
の
申
請
は

毎
年
必
要
で
す

平
成
19
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の

写
し
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
本
庁

市
民
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
、
出
張

所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
国
保
年
金
医
療
係

山
口
社
会
保
険
事
務
局
萩
事
務
所

TEL
０
８
３
８
‐
２
４
‐
２
１
５
５

浄
化
槽
の
補
助
金
額
が

変
わ
り
ま
す

市
で
は
、
公
共
下
水
道
等
整
備
区

域
外
で
、
浄
化
槽
の
設
置
を
す
す
め

て
お
り
設
置
の
費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
が
、
国
の
補
助
基
準
額

の
変
更
に
伴
い
、
４
月
か
ら
長
門
市

の
補
助
金
額
も
次
の
と
お
り
変
更
し

ま
す
。
な
お
、
補
助
基
数
に
は
制
限

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
生
活
環

境
課
環
境
衛
生
係
へ
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
地
域

公
共
下
水
道
認
可
区
域
お
よ
び

農
・
漁
業
地
域
の
下
水
道
整
備
計

画
区
域
を
除
く
市
内
全
域

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
環
境
衛
生
係

小
児
マ
ヒ
（
ポ
リ
オ
）

ワ
ク
チ
ン
接
種

■
対
象
　
生
後
３
ヵ
月
か
ら
90
ヵ
月

未
満
児

※
な
る
べ
く
生
後
３
ヵ
月
〜
18
ヵ
月

ま
で
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い

■
投
与
回
数
　
６
週
間
以
上
の
間
隔

で
２
回
投
与
を
受
け
ま
す
（
春
と

秋
の
２
回
接
種
を
実
施
し
ま
す
）

■
受
付
日
時
／
会
場

・
４
／
12
（木）

13：

30
〜
14：

00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
４
／
19
（木）

13：
30
〜
14：

00

通
公
民
館

・
４
／
19
（木）

13：

30
〜
14：
00

俵
山
公
民
館

・
４
／
19
（木）

13：

30
〜
14：

00

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

・
５
／
10
（木）

13：

30
〜
14：

00

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー

・
５
／
17
（木）

13：

20
〜
13：

50

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
５
／
24
（木）

13：

30
〜
14：

00

長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
そ
の
他
　

・
体
温
は
接
種
会
場
で
測
り
ま
す

・
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
持
参
く
だ

さ
い

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
母
子
保
健
係

三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　

TEL
43
‐
２
４
４
４

日
置
保
健
セ
ン
タ
ー

TEL
37
‐
５
１
０
０

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

TEL
33
‐
３
０
２
１

特
　
選

上
野
ハ
ツ
キ
（
絵
画
・
中
山
）

橋
本
千
鶴
子
（
絵
画
・
板
持
３
区
）

坂
倉
美
都
子
（
工
芸
・
湊
３
区
）

玉
江
　
繁
一
（
工
芸
・
豊
原
）

保
坂
　
富
弥
（
写
真
・
上
蔵
小
田
）

友
近
　
　
力
（
写
真
・
長
久
）

岡
本
由
貴
美
（
書
・
川
尻
東
）

大
林
こ
の
え
（
書
・
上
ノ
原
）

入
　
選

阿
武
　
三
男
（
絵
画
・
中
山
）

小
川
　
浩
一
（
絵
画
・
黄
波
戸
）

柴
田
　
昌
俊
（
絵
画
・
新
別
名
）

岸
根
　
正
明
（
工
芸
・
新
開
町
）

村
田
佐
保
子
（
工
芸
・
中
山
）

岩
城
　
桂
子
（
工
芸
・
板
持
４
区
）

森
田
　
宏
昭
（
写
真
・
北
本
町
）

伊
藤
　
　
聰
（
写
真
・
駅
通
）

西
村
　
知
展
（
写
真
・
駅
通
）

今
津
　
陽
治
（
書
・
新
開
町
）

中
村
　
典
子
（
書
・
狩
宿
）

和
田
一
二
美
（
書
・
向
開
作
）

佳
　
作

白
石
　
悦
子
（
絵
画
・
通
15
区
）

田
中
　
絢
子
（
絵
画
・
田
屋
）

林
　
　
義
高
（
絵
画
・
正
明
市
５
区
）

阿
武
　
幸
義
（
工
芸
・
上
川
西
１
区
）

椋
木
　
清
英
（
工
芸
・
宗
頭
）

永
田
　
恭
章
（
工
芸
・
田
屋
）

中
野
　
紀
男
（
写
真
・
日
置
中
）

辻
野
　
正
嗣
（
写
真
・
黄
波
戸
）

大
谷
　
正
則
（
写
真
・
市
）

西
村
惠
美
子
（
書
・
新
市
）

早
川
　
有
佳
（
書
・
錦
町
）

松
本
　
実
佳
（
書
・
川
尻
東
）

■
問
い
合
わ
せ

企
画
振
興
課
文
化
振
興
係

TEL
23
‐
１
１
１
５

３
月
16
日
か
ら
25
日
ま
で
、
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
文
化
情
報
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
「
第
13
回
長
門
市
美
術
展
」
が
開
催
さ
れ
、
絵
画
、
工
芸
・
彫
塑
、

書
、
写
真
の
４
部
門
に
137
点
の
力
作
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

男
女
が
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し

て
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活
動
に
参
画
す

る
機
会
が
確
保
さ
れ
、
男
女
が
均
等
に

政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
利
益
を
享

受
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
も
に
責
任
を

担
う
べ
き
社
会
。
こ
れ
が
男
女
共
同
参

画
社
会
で
す
。

市
で
は
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

の
理
念
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を

活
か
し
な
が
ら
、
時
代
の
変
化
に
即
し

て
、
施
策
全
体
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
す
る
た
め
に
、
新
市
発
足
後
初

め
て
の
「
男
女
共
同
参
画
計
画
」
を
策

定
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
市
民
意
見
公
募
）
制
度
に
よ
り
「
長

門
市
男
女
共
同
参
画
計
画
（案）
」
に
対
す

る
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

計
画
内
容

意
識
の
改
革

・
男
女
平
等
の
視
点
に
立
っ
た
社
会
制

度
・
慣
行
の
見
直
し

・
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
男
女
平
等
意
識
を

育
て
る
教
育
・
学
習
の
推
進

参
画

・
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
参

画
・
働
く
環
境
の
整
備

・
家
庭
や
地
域
活
動
と
職
場
の
両
立

・
女
性
を
取
り
巻
く
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の

根
絶

募
集
要
領

■
募
集
期
間
　
４
／
１
（日）
〜
30
（月）

■
募
集
内
容

「
長
門
市
男
女
共
同
参
画
計
画
（案）
」

に
対
す
る
意
見
募
集

■
意
見
の
提
出
方
法

市
役
所
男
女
共
同
参
画
推
進
室
に
持

参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー

ル
に
よ
る

■
そ
の
他

意
見
に
は
住
所
・
氏
名
を
必
ず
記
入

し
て
く
だ
さ
い

■
素
案
の
備
え
付
け
場
所

市
役
所
本
庁
３
階
行
政
情
報
閲
覧
コ

ー
ナ
ー
、
各
総
合
支
所
総
務
課

※
長
門
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
し

て
い
ま
す

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ

〒
759
‐
4192
長
門
市
東
深
川
1339
‐
２

長
門
市
男
女
共
同
参
画
推
進
室

TEL
23
‐
１
２
０
９

FAX
22
‐
５
３
５
８

・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

（
男
女
共
同
参
画
室
）

d
a
n
jo
@
c
ity.n
a
g
a
to
.lg
.jp

・
長
門
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.c
ity.

n
a
g
a
to
.ya
m
a
g
u
c
h
i.jp

な
が
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
会

会
員
・
学
習
会
参
加
者
募
集

な
が
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
会

は
、
金
子
み
す
ゞ
ゆ
か
り
の
地
を
中

心
に
多
く
の
観
光
客
を
案
内
し
、
大

変
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
観
光
客
と
一
緒
に
歩
い

て
説
明
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、
ガ
イ
ド
と
は
関
係
な
く
、

長
門
市
の
こ
と
に
つ
い
て
、
毎
月
１

回
の
定
例
学
習
会
で
一
緒
に
学
習
し

す
る
メ
ン
バ
ー
も
募
集
し
ま
す
。

将
来
は
、
長
門
市
全
体
を
案
内
で

き
る
ガ
イ
ド
会
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で
長
門
市

を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

■
お
も
な
案
内
先

童
謡
詩
人
「
金
子
み
す
ゞ
」
ゆ
か

り
の
地
、
近
松
門
左
衛
門
ゆ
か
り

の
地
、
大
寧
寺
、
通
く
じ
ら
墓
、

青
海
島

■
募
集
要
項

・
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん

・
定
例
学
習
会
は
毎
月
第
２
火
曜
日

18
時
か
ら
中
央
公
民
館
で
開
催

・
都
合
の
つ
く
と
き
だ
け
の
参
加
も

で
き
ま
す

・
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

観
光
振
興
係

市
長
賞

山
本
　
春
渓
（
書
・
中
ノ
森
）

市
議
会
議
長
賞

宮
　
　
　
茂
（
写
真
・
札
場
）

市
教
育
長
賞

中
村
　
伸
之
（
絵
画
・
上
川
西
１
区
）

長
門
文
化
協
会
長
賞

森
福
千
恵
子
（
工
芸
・
大
坊
）

▲左から森福さん（文化協会長賞）、宮　さん（議長賞）、
山本さん（市長賞）、中村さん（教育長賞）



山
口
県
健
康
福
祉
祭

競
技
参
加
者
募
集

平
成
19
年
度
山
口
県
健
康
福
祉
祭

の
競
技
ス
ポ
ー
ツ
、
囲
碁
・
将
棋
大

会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
日
時
　
５
／
24
（木）

■
場
所
　
山
口
市

■
種
目
　
卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ

健
康
づ
く
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
利
用
者
講
習
会

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
健
康

増
進
室
に
は
各
種
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機

器
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
器

を
安
全
か
つ
有
効
に
利
用
す
る
た
め

に
、
講
習
会
を
受
講
し
た
う
え
で
利

用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使

危
険
物
取
扱
者
試
験（

前
期
）

■
試
験
種
別
　
甲
、
乙
、
丙
種

■
受
付
期
間
　
４
／
９
（月）
〜
20
（金）

※
受
験
願
書
は
消
防
本
部
予
防
課
危

険
物
係
、
西
消
防
署
に
あ
り
ま
す

■
試
験
日
時
　
６
／
17
（日）

※
時
間
は
試
験
種
別
に
異
な
る

■
試
験
会
場
（
乙
種
第
４
類
、
丙
種
）

長
門
総
合
病
院

デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
２
階

※
甲
種
、
乙
種
第
１
・
２
・
３
・

５
・
６
類
は
市
外
で
実
施

■
受
験
資
格
　

・
甲
種
は
一
定
の
資
格
が
必
要
で
す

・
乙
、
丙
種
は
資
格
制
限
な
し

■
試
験
準
備
講
習
会

・
日
時

５
／
24
（木）

９：

00
〜
16：

00

５
／
25
（金）

９：

00
〜
16：

30

・
会
場
消
防
本
部
３
階
講
堂

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
危
険
物
係

犬
の
登
録
と

狂
犬
病
の
予
防
接
種

平
成
19
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射

を
行
い
ま
す
。
犬
を
飼
っ
て
い
る
人

は
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

新
た
に
飼
い
始
め
た
犬
に
つ
い
て
は

同
時
に
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
料
金

・
注
射
料
　
２
、
９
５
０
円

・
登
録
料
　
３
、
０
０
０
円

■
注
意
事
項

・
支
払
い
は
お
つ
り
の
い
ら
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す

就
学
援
助
制
度

市
で
は
、小
・
中
学
校
に
就
学
し
、

経
済
的
な
理
由
で
給
食
費
の
支
払
い

や
学
用
品
等
の
購
入
が
困
難
な
児

童
・
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
　

・
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
対
象
者

（
要
保
護
者
）

・
要
保
護
者
に
準
ず
る
程
度
に
困
窮

し
て
い
る
人

■
援
助
の
内
容

学
用
品
費
・
通
学
用
品
費
・
新
入

学
児
童
生
徒
学
用
品
費
・
給
食

費
・
修
学
旅
行
費
等

※
要
保
護
者
に
つ
い
て
は
、
生
活
保

・
会
場
に
は
必
ず
犬
を
制
止
で
き
る

人
が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い

・
既
に
犬
を
登
録
さ
れ
て
い
る
人
に

は
事
前
に
問
診
の
ハ
ガ
キ
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
問
診
票
を
記
入
の

う
え
持
参
し
て
く
だ
さ
い

・
注
射
を
受
け
る
前
に
は
、
必
ず
獣

医
の
問
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い

・
新
規
の
人
は
会
場
で
登
録
お
よ
び

注
射
が
で
き
ま
す

・
飼
い
犬
の
死
亡
や
病
気
等
で
注
射

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は
、
本
庁

生
活
環
境
課
お
よ
び
各
総
合
支
所

市
民
福
祉
課
に
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す

犬
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

「
放
し
飼
い
を
し
て
い
る
」、「
散

歩
中
の
フ
ン
の
始
末
を
し
な
い
」
な

ど
犬
の
苦
情
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
、
そ

れ
が
動
物
を
飼
う
と
き
の
大
切
な
ル

ー
ル
で
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し

く
飼
い
ま
し
ょ
う
。

・
フ
ン
の
始
末
は
飼
い
主
の
責
任
で

す
。
散
歩
に
行
く
時
は
、
フ
ン
の

後
始
末
が
で
き
る
よ
う
ビ
ニ
ー
ル

袋
等
を
持
参
し
、
責
任
を
持
っ
て

後
始
末
を
し
ま
し
ょ
う

・
愛
情
と
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し

ょ
う

・
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う

・
習
性
等
を
理
解
し
て
正
し
く
飼
い

ま
し
ょ
う

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
環
境
衛
生
係

母
子
家
庭
等
の
通
学
費
補
助

用
方
法
に
合
わ
せ
、
誰
で
も
気
軽
に

楽
し
め
る
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
運
動
、

お
な
か
を
す
っ
き
り
さ
せ
る
運
動
や

転
倒
予
防
運
動
も
行
い
ま
す
。
運
動

を
習
慣
化
す
る
た
め
に
も
利
用
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
内
容
　
左
表
の
と
お
り

■
定
員
　
各
20
人

■
そ
の
他

昨
年
と
日
程
が
変
わ
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象

市
内
に
住
所
が
あ
り
次
の
要
件
の

い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
高
校
に
通
学

す
る
生
徒
を
扶
養
し
て
い
る
人

・
配
偶
者
の
い
な
い
女
性
で
平
成
18

年
の
所
得
に
対
し
所
得
税
が
課
せ

ら
れ
て
い
な
い
人

・
扶
養
す
る
父
母
が
い
な
い
た
め
、

生
徒
と
同
居
し
扶
養
し
て
い
る
人

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人

■
補
助
額
　
高
校
生
の
通
学
用
定
期

乗
車
券
の
運
賃
で
月
額
８
、
０
０

０
円
を
超
え
る
額

■
申
請
期
限
　
４
／
27
（金）

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
　
児
童
福
祉
係

ン
ク
、
弓
道
、
剣
道
、
囲
碁
、
将
棋

■
参
加
資
格

60
歳
以
上
（
昭
和
23
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

■
申
込
方
法
　
本
庁
高
齢
障
害
課
高

齢
福
祉
係
、
各
総
合
支
所
市
民
福

祉
課
健
康
福
祉
係
、
各
公
民
館
に

備
え
付
け
の
参
加
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
健
康
調
査

票
を
添
付
し
て
申
し
込
む

■
申
込
期
限
　
４
／
11
（水）

■
募
集
人
員
　
制
限
な
し

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
高
齢
福
祉
係

護
法
に
よ
り
援
助
が
行
わ
れ
て
い

る
も
の
は
除
き
ま
す

■
申
請
方
法
　

各
小
・
中
学
校
に
備
え
付
け
の
申

請
書
に
所
得
を
証
明
で
き
る
資
料

等
を
添
え
て
、
学
校
長
経
由
で
教

育
委
員
会
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ
　
　
　
　
　
学
事
係



３
月
20
日
、
全
国
大
会
出
場
者

の
激
励
会
が
市
役
所
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
出
場
者
・
大
会
名
等
は
次

の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

全
国
大
会
出
場

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
第
18
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ボ

ー
ト
大
会
／
３
月
23
日
〜
25

日
／
浜
松
市
天
竜
ボ
ー
ト
場

【
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
の
部
】

伊
藤
　
英
雄
（
水
産
高
２
年
）

【
女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
の
部
】

岡
村
　
有
菜
（
水
産
高
１
年
）

上
野
　
翔
子
（
水
産
高
１
年
）

▲ 伊藤英雄さん▲ 岡村有菜さん▲ 上野翔子さん

※
平
成
18
年
度
の
学
年
で
掲
載
し
て
い
ま
す

国
道
・
県
道
の

草
刈
り
団
体
募
集

県
が
管
理
す
る
国
道
・
県
道
の
延

長
300
ｍ
以
上
の
区
間
に
つ
い
て
、
路

肩
や
の
り
面
な
ど
の
草
刈
り
を
し
て

い
た
だ
け
る
自
治
会
な
ど
地
域
の

人
々
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
団
体
を
募

集
し
ま
す
。

■
対
象

住
民
が
地
区
単
位
で
組
織
し
て
い

る
団
体
。
自
治
会
、
地
区
老
人
ク

ラ
ブ
、
地
区
婦
人
会
、
地
域
活
動

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

■
活
動
内
容

土
木
事
務
所
と
話
し
合
い
、
決
め

ら
れ
た
国
道
、
県
道
の
草
刈
り
を

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

■
応
募
資
格

平
成
20
年
４
月
１
日
現
在

①
20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人
（
22
歳

未
満
は
大
卒
者
（
見
込
み
含
む
））

②
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
（
見
込

み
）
は
28
歳
未
満

歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

■
応
募
資
格

平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
、

・
歯
科

大
学
で
正
規
の
歯
学
の
課
程
を
修

め
て
卒
業
（
見
込
み
）
で
20
歳
以

上
30
歳
未
満

・
薬
剤
科

大
学
で
薬
学
の
課
程
を
修
め
て
卒

業
（
見
込
み
）
で
20
歳
以
上
26
歳

未
満

■
申
込
期
限

５
／
11
（金）

■
１
次
試
験
日

・
５
／
19
（土）

筆
記
試
験

・
５
／
20
（日）

飛
行
要
員
希
望
者

■
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
萩
地
域
事
務
所

TEL
０
８
３
８
‐
２
２
‐
２
４
０
９

行
い
ま
す
。
危
険
が
伴
う
箇
所
は

除
き
ま
す

■
募
集
団
体
数

１
〜
２
団
体

■
募
集
期
限

５
／
10
（木）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
長
門
土
木
建
築
事
務
所

TEL
22
‐
５
３
１
６

わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
門
場
所

参
加
者
募
集

長
門
青
年
会
議
所
で
は
、
わ
ん
ぱ

く
相
撲
長
門
場
所
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
今
年
は
、
俵
山
温
泉
ま
つ

り
の
会
場
で
行
い
ま
す
。
男
子
の
小

学
４
、
５
、
６
年
の
部
で
優
勝
す
る

と
７
月
に
両
国
国
技
館
で
開
催
さ
れ

る
全
国
大
会
に
出
場
で
き
ま
す
。

■
日
時

４
／
22
（日）

12：

00
受
付
　
13：

00
開
会
式

■
場
所

俵
山
湯
町
わ
ん
ぱ
く
相
撲

特
設
土
俵（
俵
山
温
泉
バ
ス
停
横
）

■
対
象

小
学
１
〜
６
年
生

■
内
容

学
年
別
個
人
戦
（
男
子
の

部
、
女
子
の
部
）

■
服
装

ま
わ
し
（
半
パ
ン
、
ス
パ

ッ
ツ
の
上
に
ま
わ
し
を
着
用
し
て

も
構
い
ま
せ
ん
）。
女
子
は
半
パ

ン
、
ス
パ
ッ
ツ
の
上
に
横
帯
を
着

用
し
て
く
だ
さ
い

「
第
一
次
長
門
市
総
合
計
画
」

〜
活
力
あ
る
健
康
保
養
の
ま
ち
〜

概
要
版
を
全
戸
配
布
し
ま
す

こ
の
た
び
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
『
第
一
次
長
門
市
総

合
計
画
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

総
合
計
画
と
は
、
長
門
市
に
お
住

ま
い
の
皆
さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
ま
ち

に
住
み
た
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。

そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
市
民

や
行
政
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
て
い
く
の
か
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
み
ん
な
で
考
え
、
長
門
市
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
計
画

で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
概
要
版
を

市
広
報
４
月
１
日
号
と
一
緒
に
全
戸

配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
長
門
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
振
興
課
企
画
調
整
係
　

TEL
23
‐
１
１
１
６

h
ttp
://w

w
w
.c
ity.n

a
g
a
to
.

ya
m
a
g
u
c
h
i.jp
/

み
す
ゞ
ク
ー
ポ
ン
（
仮
称
）

加
盟
店
募
集

長
門
商
工
会
議
所
青
年
部
で
は
、

今
年
も
７
・
８
月
に
「
み
す
ゞ
燦
参

Ｓ
Ｕ
Ｎ
」
を
開
催
し
ま
す
。
そ
の
一

環
と
し
て
、
今
回
も
フ
リ
ー
ペ
ー
パ

ー
形
式
の
「
み
す
ゞ
ク
ー
ポ
ン
（
仮

称
）」
を
実
施
す
る
た
め
加
盟
店
を

募
集
し
ま
す
。

■
イ
ベ
ン
ト
名

み
す
ゞ
ク
ー
ポ
ン
（
仮
称
）

■
実
施
期
間

７
／
１
（日）
〜
８
／
31
（金）

■
ク
ー
ポ
ン
の
サ
ー
ビ
ス
内
容

サ
ー
ビ
ス
内
容
は
各
店
舗
に
お
任

せ
し
ま
す
。
期
間
中
、
県
内
外
の

各
所
に
設
置
す
る
予
定
で
す
。
ク

ー
ポ
ン
を
加
盟
店
で
提
示
さ
れ
た

場
合
、
そ
れ
と
引
き
換
え
に
あ
ら

か
じ
め
ご
指
定
の
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
い
た
だ
き
ま
す

■
募
集
数

市
内
商
工
事
業
所
35
店

■
加
盟
料

１
店
舗
　
３
、
０
０
０
円

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
門
商
工
会
議
所
青
年
部
事
務
局

TEL
22
‐
２
２
６
６

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
と

リ
ー
ダ
ー
募
集

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
山
口

県
第
９
団
で
は
、
平
成
19
年
度
の
ガ

ー
ル
ス
カ
ウ
ト
と
リ
ー
ダ
ー
（
指
導

者
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
は
、
野
外
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
体
験
学

習
を
通
じ
て
、
自
分
を
輝
か
せ
、
人

と
の
交
わ
り
を
大
切
に
す
る
女
の
子

の
集
ま
り
で
す
。

■
対
象

・
ス
カ
ウ
ト

小
学
生
以
上
の
女
の
子

・
リ
ー
ダ
ー

18
歳
以
上
で
講
習
（
２
日
間
）
を

受
け
登
録
を
し
た
女
性

■
費
用

・
登
録
料
（
毎
年
更
新
）

４
、
０
０
０
円
程
度

※
ま
わ
し
、
横
帯
が
な
い
場
合
は
主

催
者
が
用
意
す
る
も
の
を
着
用
し

て
く
だ
さ
い

■
申
込
期
限

４
／
11
（水）

■
そ
の
他

・
受
付
時
間
を
守
っ
て
く
だ
さ
い

・
出
場
者
の
傷
害
保
険
は
主
催
者
で

加
入
し
ま
す

・
車
は
俵
山
温
泉
ま
つ
り
駐
車
場
に

止
め
て
く
だ
さ
い

・
各
学
年
と
も
３
位
ま
で
表
彰
し
ま

す
。
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
お

渡
し
し
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
門
商
工
会
議
所
内

（財）
長
門
青
年
会
議
所
（
雪
野
）

TEL
22
‐
２
２
６
６

４月から市役所の午前中の
勤務時間が12：15までとなります
職員の休息時間の廃止に伴い、４月から

午前中の勤務時間が８：30から12：15まで
となり、15分間延長されます。午後の勤務
時間については、今までどおり13：00から
17：15までです。

■問い合わせ　　　
総務課 人事係　　TEL 23‐1114

街

頭

献

血

次
の
と
お
り
献
血
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
／
場
所

４
／
２
（月）

・
10：

00
〜
16：

00

ウ
ェ
ー
ブ

４
／
３
（火）

・
９：

00
〜
10：

30
長
門
市
消
防
本
部

・
12：

30
〜
13：

30

JA
深
川
養
鶏
製
菓
部
工
場

・
14：

30
〜
16：

30
JA
長
門
大
津
本
所

４
／
17
（火）

・
９：

30
〜
11：

00

長
門
土
木
建
築
事
務
所

・
12：

30
〜
14：

00

長
門
市
教
育
委
員
会

・
15：

00
〜
16：

30
長
門
警
察
署

４
／
24
（火）

・
９：

30
〜
11：

00三
隅
総
合
支
所

・
12：

45
〜
16：

00

山
口
福
祉
専
門
学
校

■
そ
の
他

・
200
ml
、
400
ml
献
血
を
行
い
ま
す

・
本
人
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す

・
献
血
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

地
域
福
祉
係

・
活
動
費
（
年
間
）

６
、
０
０
０
円

■
そ
の
他

部
門
に
よ
っ
て
活
動
日
や
内
容
が

違
い
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
事

務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い

・
ブ
ラ
ウ
ニ
ー
部
門
　
小
学
１
〜
３
年

・
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
　
小
学
４
〜
６
年

・
シ
ニ
ア
部
門
　
中
学
生

・
レ
ン
ジ
ャ
ー
部
門
　
高
校
生

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟

山
口
県
第
９
団
事
務
局（
早
川
）

TEL
26
‐
２
３
５
２

海
上
保
安
学
校

学
生
（
特
別
）
募
集

海
上
保
安
庁
で
は
、
海
上
保
安
学
校

の
学
生
（
特
別
）
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

■
採
用
予
定

船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
課
程
　
約
190
人

※
海
上
保
安
学
校
で
海
上
保
安
業
務

に
必
要
な
学
科
、
技
術
な
ど
に
つ

い
て
１
年
間
の
教
育
を
受
け
た

後
、
巡
視
船
に
乗
り
組
み
、
海
難

救
助
、
海
上
犯
罪
の
取
り
締
ま
り

な
ど
の
業
務
の
他
、
船
舶
の
運
航

整
備
（
航
海
コ
ー
ス
）、
機
関
の

運
転
整
備
（
機
関
コ
ー
ス
）、
経

理
・
補
給
・
庶
務
・
調
理
（
主
計

コ
ー
ス
）
の
業
務
に
従
事
し
ま
す

■
受
験
資
格

昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で

①
高
等
学
校
を
卒
業
ま
た
は
平
成
19

年
９
月
ま
で
に
卒
業
す
る
見
込
み

の
人

②
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
ま
た
は
平

成
19
年
９
月
ま
で
に
卒
業
す
る
見

込
み
の
人

③
高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年
の
課

程
を
修
了
し
た
人

④
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

（
廃
止
前
の
大
学
入
学
資
格
検
定

を
含
む
）
に
合
格
し
た
人
等
①
②

に
掲
げ
る
人
と
同
等
の
資
格
が
あ

る
と
認
め
る
人

■
受
付
期
間

４
／
２
（月）
〜
９
（月）

■
１
次
試
験
日
／
会
場

・
５
／
20
（日）

・
福
岡
市
、
北
九
州
市
、
長
崎
市
、

佐
世
保
市
、
対
馬
市
、
大
分
市

■
２
次
試
験
日
／
会
場

・
６
／
15
（金）
〜
22
（金）

※
１
次
試
験
合
格
通
知
書
で
指
定
す

る
日

・
北
九
州
市

■
合
格
発
表

・
１
次
試
験
　
６
／
８
（金）

・
最
終
合
格
者
発
表
　
７
／
18
（水）

■
問
い
合
わ
せ

〒
759
‐
4106
長
門
市
仙
崎
1026
‐
２

仙
崎
海
上
保
安
部
管
理
課

TEL
26
‐
０
２
４
１

h
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さ
て
、
今
年
４
月
１
日
、
こ
の
「
さ

く
ら
の
里
」
で
石
碑
竣
工
式
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
一
本
一
本
の
木

に
オ
ー
ナ
ー
の
名
前
を
明
示
し
て
き
ま

し
た
が
、
全
オ
ー
ナ
ー
の
氏
名
を
一
枚

の
石
碑
に
ま
と
め
て
刻
み
末
長
く
保
存

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
桜
の
成
長

に
伴
い
間
伐
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
や
、

場
所
に
よ
っ
て
枯
死
や
成
育
不
良
が
み

ら
れ
個
々
の
管
理
が
困
難
に
な
り
、
オ

ー
ナ
ー
の
皆
さ
ん
の
ご
了
解
を
得
て
全

体
オ
ー
ナ
ー
制
に
切
り
替
え
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

暖
冬
の
影
響
で
今
年
の
桜
前
線
は
ど

う
な
る
の
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
が
、

満
開
に
咲
き
誇
っ
た
桜
の
下
で
の
竣
工

式
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

み
す
ゞ
さ
ん
の
詩
の
中
に
も
「
さ
く

ら
」
は
登
場
し
て
き
ま
す
。『
極
楽
寺
』

の
桜
は
八
重
ザ
ク
ラ
、
ワ
カ
メ
む
す
び

が
よ
く
似
合
い
ま
す
。

公
園
に
な
る

の
で
植
え
ら
れ
た
『
王
子
山
』
の
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
は
毎
年
花
見
客
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
す
。

母
さ
ん
が
叱
ら
な
き
ゃ

登
っ
て
み
た
い
『
さ
く
ら
の
木
』
は
何

処
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

か
わ
い
い

『
転
校
生
』
に
今
で
も
桜
の
木
は
や
さ
し

い
は
ず
で
す
。

「
さ
く
ら
」
は
日
本
人
の
こ
こ
ろ
と

文
化
の
象
徴
で
あ
る
と
も
云
え
ま
す
。

桜
の
華
や
か
さ
と
散
る
潔
さ
は
大
和
魂

に
も
た
と
え
ら
れ
、
日
本
人
の
人
生
観

と
重
ね
あ
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

さ く ら

青
海
島
・
紫
津
浦
の
一
角
に
「
さ
く

ら
の
里
」
が
造
成
さ
れ
た
の
は
平
成
元

年
の
こ
と
で
す
。
ふ
る
さ
と
創
生
事
業

の
一
環
と
し
て
、
市
営
駐
車
場
を
な
か

ば
囲
む
よ
う
に
し
て
植
栽
さ
れ
た
桜
の

木
々
は
全
て
オ
ー
ナ
ー
制
で
整
備
さ
れ

ま
し
た
。

新
し
い
観
光
名
所
と
し
て
、
ま
た
市

民
の
憩
い
の
場
と
し
て
利
用
す
る
目
的

で
、
約
千
二
百
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
や

八
重
ザ
ク
ラ
な
ど
合
計
約
千
五
百
本
の

桜
の
木
が
820
人
の
オ
ー
ナ
ー
登
録
の
も

と
に
植
樹
さ
れ
、
当
時
長
門
市
を
舞
台

に
放
映
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小

説
「
和
っ
こ
の
金
メ
ダ
ル
」
の
主
演
女

優
・
渡
辺
梓
さ
ん
の
記
念
植
樹
も
こ
の

事
業
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

■三隅総合支所（２階会議室）
４月４日（水）9：00～11：30
■日置総合支所（市民相談室）
４月11日（水）9：00～11：30
■油谷総合支所（２階応接室）
４月18日（水）9：00～11：30
■長門市役所本庁（３階中会議室）
４月25日（水）9：00～11：30
■問い合わせ　秘書係 Tel  23‐1113

そ
ん
な
国
民
的
花
木
が
「
市
の
花
木
」

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
桜
の
シ
ー
ズ
ン

到
来
、
そ
れ
だ
け
で
何
故
か
私
た
ち
は

ソ
ワ
ソ
ワ
う
き
う
き
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
し
て
、
誰
に
で
も
人
生
の
中
で
鮮
や

か
に
よ
み
が
え
る
桜
の
風
景
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
卒
業
式
や
入
学
式
、
社
会

人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
、
家
族
や
仲
間

と
の
楽
し
い
お
花
見
な
ど
…
。

広
く
な
っ
た
市
内
に
も
、
小
さ
く
て

も
素
敵
な
桜
の
名
所
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
今
年
は
市
民
の
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ

れ
、「
自
分
の
桜
の
名
所
」
を
探
し
て
み

て
は
如
何
で
し
ょ
う
。

ゆ
や
地
域
づ
く
り
の
会講

演
会

ゆ
や
地
域
づ
く
り
の
会
で
は
、
豊

富
な
経
験
と
医
学
的
見
地
か
ら
女
性

に
適
切
な
健
康
対
策
に
つ
い
て
考
え

る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の

ご
聴
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
４
／
21
（土）14：

00
〜
15：

30

■
会
場
　
油
谷
中
央
公
民
館

■
講
師

松
田
　
昌
子
　
氏

（
山
口
大
学
医
学
部
保
健
学
科
教

授
・
山
口
大
学
医
学
部
附
属
病
院

女
性
診
療
外
来
主
任
）

■
演
題

「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
で
変
え
よ
う
、

女
性
の
健
康
対
策
」

■
聴
講
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ

ゆ
や
地
域
づ
く
り
の
会
（
江
原
）

TEL
32
‐
１
５
８
９

み
す
ゞ
少
年
少
女
合
唱
団

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

み
す
ゞ
少
年
少
女
合
唱
団
で
は
、

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

同
合
唱
団
は
、
平
成
２
年
に
金
子

み
す
ゞ
さ
ん
の
や
さ
し
い
詩
を
朗
読

し
歌
う
こ
と
を
目
的
に
市
内
の
小
学

生
を
募
集
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
毎

年
、
み
す
ゞ
墓
前
祭
、
中
央
公
民
館

ま
つ
り
、
仙
崎
笹
ま
つ
り
、
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
な
ど
に
出
演
し
、
昨
年
は

二
級
建
築
士
試
験
・

木
造
建
築
士
試
験

■
試
験
　
学
科
・
設
計
製
図

（
二
級
建
築
士
・
木
造
建
築
士
）

■
試
験
日

・
二
級
建
築
士

学
　
　
科
…
７
／
１
（日）

設
計
製
図
…
９
／
16
（日）

・
木
造
建
築
士

学
　
　
科
…
７
／
22
（日）

設
計
製
図
…
10
／
14
（日）

■
会
場

山
口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
験
申

し
込
み

・
申
込
資
格
…
平
成
16
年
度
以
降
に

受
験
申
し
込
み
を
し
た
人
の
う

ち
、
試
験
の
申
し
込
み
に
必
要
な

個
人
情
報
の
使
用
に
つ
い
て
あ
ら

か
じ
め
承
諾
を
し
て
い
る
人

・
申
込
期
間
　
４
／
１
（日）
〜
６
（金）

・
詳
細
は
（財）
建
築
技
術
教
育
普
及
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

h
ttp
://w

w
w
.ja
e
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■
受
験
申
込
書
の
配
布
場
所
／
期
間

・
長
門
市
役
所
建
設
課
建
築
係

・
４
／
２
（月）
〜
13
（金）

■
申
込
書
受
付
の
場
所
／
期
間

・
（社）
山
口
県
建
築
士
会

・
４
／
９
（月）
〜
13
（金）

■
問
い
合
わ
せ

（社）
山
口
県
建
築
士
会

TEL
０
８
３
‐
９
２
２
‐
５
１
１
４

下
松
市
で
行
わ
れ
た
国
文
祭
童
謡
フ

ェ
ス
タ
に
も
出
演
し
ま
し
た
。出
演
、

練
習
を
繰
り
返
し
て
い
る
う
ち
に
合

唱
曲
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
広
が
り
ま

し
た
の
で
、
今
回
初
め
て
の
発
表
会

を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
心
を

込
め
て
歌
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

４
／
７
（土）

13：

00
開
場
　
14：

00
開
演

■
会
場

中
央
公
民
館
大
講
堂

■
内
容

合
唱
、
ゲ
ス
ト
演
奏
、
ミ

ニ
音
楽
劇

■
入
場
料

無
料

団
員
募
集

み
す
ゞ
少
年
少
女
合
唱
団
で
は
、

現
在
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
毎

週
土
曜
日
、
中
央
公
民
館
で
練
習
し

て
い
ま
す
。
小
学
生
を
中
心
に
幼
稚

園
児
か
ら
高
校
生
ま
で
歌
の
好
き
な

人
、
金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の
詩
を
歌
っ

て
み
た
い
人
は
入
団
し
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
金
子
み
す
ゞ
顕
彰
会

TEL
26
‐
４
７
１
２

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城

俳
句
交
流
大
会
作
品
募
集

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
２
０
０
７

俳
句
交
流
大
会
が
11
月
11
日
に
北
茨

木
市
で
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
全

国
と
海
外
の
俳
句
愛
好
者
か
ら
作
品

を
募
集
し
ま
す
。

■
部
門

・
高
齢
者
の
部
　

60
歳
以
上
（
昭
和
23
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

・
一
般
の
部
　
　

60
歳
未
満
（
生
年
月
日
の
記
入
が

な
い
も
の
は
一
般
の
部
と
し
て
扱

い
ま
す
）

■
応
募
方
法

専
用
募
集
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
は
が
き
（
コ
ピ
ー
可
）
か

官
製
ハ
ガ
キ
に
、
部
門
名
、
作
品

（
未
発
表
品
１
人
２
句
以
内
。
当

季
雑
詠
）、
住
所
、
氏
名
ま
た
は

俳
号
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
な
ど
必
要
事
項
を
明
記

し
応
募
す
る

■
応
募
期
限

５
／
31
（木）
当
日
消
印
有
効

■
そ
の
他

募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
希

望
の
人
は
、
実
行
委
員
会
事
務
局

へ
申
し
込
み
す
る
か
北
茨
城
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

h
ttp
://w

w
w
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■
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
319
‐
1592

茨
城
県
北
茨
城
市

磯
原
町
磯
原
1630

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
２
０
０
７

北
茨
城
市
実
行
委
員
会

（
北
茨
城
市
高
齢
福
祉
課
内
）

TEL
０
２
９
３
‐
４
３
‐
１
１
１
１

FAX
０
２
９
３
‐
３
０
‐
１
４
０
０

h
ttp
://w

w
w
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山
口
県
職
員
採
用
試
験

平
成
19
年
度
山
口
県
職
員
採
用
試

験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

試
験
日
程
、
試
験
区
分
な
ど
は
都

合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
受
験
資
格
は
職
種
に
よ

っ
て
年
齢
が
異
な
る
も
の
や
一
定
の

資
格
、
免
許
等
を
必
要
と
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
受
験
申
し
込
み
の
際

に
は
、
各
試
験
の
「
受
験
案
内
」
を

必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
753
‐
8501
山
口
市
滝
町
１
‐
１

山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局

TEL
０
８
３
‐
９
３
３
‐
４
４
７
４

h
ttp
://w

w
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平
成
20
年
歌
会
始詠

進
歌
募
集

■
平
成
20
年
歌
会
始
の
お
題

「
火
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た

※
「
火
」
に
は
例
え
ば
、
と
も
し
び

（
灯
火
）、
ほ
む
ら
（
火
群
）、
ほ

な
か
（
火
中
）
な
ど
の
用
例
が
あ

り
ま
す
が
、
必
ず
「
火
」
の
文
字

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い

■
詠
進
要
領

・
詠
進
歌
は
、
お
題
を
詠
み
込
ん
だ

自
作
の
短
歌
で
一
人
一
首
と
し
、

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す

・
書
式
は
、
半
紙
（
習
字
用
の
半
紙
）

を
横
長
に
用
い
、
右
半
分
に
お
題

と
短
歌
、
左
半
分
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
番
号
、
氏
名
（
本
名
、

ふ
り
が
な
つ
き
）、
生
年
月
日
お

よ
び
職
業（
な
る
べ
く
具
体
的
に
）

を
縦
書
き
で
書
い
て
く
だ
さ
い

・
用
紙
は
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
自
書

し
て
く
だ
さ
い

■
病
気
、
身
体
障
害
の
た
め
毛
筆
で

自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

・
代
筆
（
墨
書
）
に
よ
る
。
代
筆
の

理
由
、
代
筆
者
の
住
所
、
氏
名
を

別
紙
に
書
い
て
詠
進
歌
に
添
え
て

く
だ
さ
い

・
本
人
が
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
使
用
し

て
印
字
す
る
。
こ
れ
ら
の
機
器
を

使
用
し
た
理
由
を
別
紙
に
書
い
て

詠
進
歌
に
添
え
て
く
だ
さ
い

・
視
覚
障
害
者
は
、
点
字
で
詠
進
し

て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん

■
注
意
事
項

次
の
場
合
は
詠
進
歌

は
失
格
と
な
り
ま
す

・
お
題
を
詠
み
込
ん
で
い
な
い
場
合

・
１
人
で
２
首
以
上
詠
進
し
た
場
合

・
詠
進
歌
が
既
に
発
表
さ
れ
た
短
歌

と
同
一
ま
た
は
著
し
く
類
似
し
た

短
歌
で
あ
る
場
合

・
詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行
わ
れ
る
以

前
に
新
聞
や
そ
の
他
の
出
版
物
、

年
賀
状
等
に
よ
り
発
表
し
た
場
合

・
同
筆
と
認
め
ら
れ
る
す
べ
て
の
詠

進
歌
（
代
筆
の
理
由
書
を
添
え
た

場
合
を
除
く
）

・
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
職
業

を
書
い
て
な
い
も
の
。
そ
の
他
こ

の
詠
進
要
領
に
よ
ら
な
い
場
合

■
申
込
方
法

「
〒
100
‐
8111
宮
内
庁
」

と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書

き
添
え
て
く
だ
さ
い

■
そ
の
他

疑
問
が
あ
る
場
合
は
、

直
接
、
宮
内
庁
式
部
職
あ
て
に
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
書
き
、

返
信
用
切
手
を
は
っ
た
封
筒
を
添

え
て
、
９
月
20
日
（木）
ま
で
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
詠
進
期
限
　
９
／
30
（日）

■
問
い
合
わ
せ

宮
内
庁
式
部
職


